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所在地 ： 11 ConAgra Drive, Omaha, Nebraska, USA

業容 ： 穀物、肥料、エネルギーの3セグメントから構成される米国大手トレーディングハウス。

保管施設等を含む約300拠点を保有。穀物トレーディングでは、2011年に同業の

DeBruceを買収したことにより、ADM、Cargillに次ぐ全米第3位の規模。

設立 ： 2008年6月に米国食品大手ConAgra社のトレーディング部門が、複数のファンドを

スポンサーとしてMBOによりスピンオフし、非公開化。

純資産 ： US$1,909百万

売上高 ： US$17,852百万

主要株主： Ospraie Special Opportunities Fund 等投資家 および 経営陣等

従業員数： 1,943名



2. Gavilon社事業構成

4

Gavilon
2011年 売上高 US$17,852
従業員数 1,943名

穀物事業

2011年 売上高 US$14,555
従業員数 1,326名

肥料事業

2011年 売上高 US$2,907
従業員数 311名

エネルギー事業

2011年 売上高 US$390
従業員数 124名

輸送部門

管理部門
（単位：US$百万）

穀物事業 ： 全米に140超の穀物集荷関連拠点による戦略的集荷網を展開。

全米3位の集荷網を有し、北米以外(豪州、ウクライナ、ブラジル等)でも

集荷･販売事業を行っている。

肥料事業 ： 米国最大規模のホールセールネットワークを構築。

全米59箇所に肥料受け出しターミナル、倉庫、肥料混合設備を保有し、

在庫能力1.2百万トン、取扱量6百万トンを誇る。

メキシコ、南米、アフリカ等にも15箇所の輸入ターミナルを保有している。

エネルギー事業： 北米に約8百万バレルの原油在庫施設、約10BCFに及ぶ天然ガス在庫施設、

約0.5百万バレルの石油製品在庫施設など 物流ネットワークを構築。

原油・天然ガスを中心としたトレーディング事業を展開。
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Gavilon社の穀物事業の強み

 全米3位の穀物保管能力（8.3百万トン）を誇り、全米に140超の穀物集荷関連拠点による

戦略的集荷網を展開

 飼料用副原料（ふすま、DDGS等）における全米の大手プレイヤー

 豪州、ウクライナ、ブラジル等で海外事業を展開中

Gavilon社穀物事業買収の意義

 世界の穀物貿易の中心である北米市場におけるプラットフォームの獲得

 取扱量55百万トン超に拡大

 日本への穀物安定供給への寄与
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Top 5 exporters after US (Argentina, Australia, Brazil,
Canada, Russia)

US

穀物需要 穀物生産

百万トン 百万トン

Note: Corn, Wheat, Soybeanの合計値を使用
Source: Food and Agricultural Policy Research Institute
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Rest of World
US

2011年 2011年

世界の穀物需給における米国の位置づけ
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米国におけるメジャーとの関係（保管能力）

Source: Grain & Milling Annual 2011
Source: Grain & Milling Annual 2011
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当社買収後の穀物ビジネスの成長戦略

 Gavilon社の強みである北米での集荷事業と、当社の世界における販売力を組み合わせ、

競争力のあるグローバルな穀物調達販売網の構築を目指す。

生産者 集荷 輸送・物流 貯蔵 輸出拠点
マーケティン

グ・販売
顧客

穀物世界貿易のサプライチェーン

農家・共同組合・飼料
メーカー等から穀物及
び飼料用副産物を購入
し、オリジネーションマー
ジンを獲得

取扱量の規模のメリット
を梃子にした 米国内の
フレート競争力（鉄道・
艀等））

貯蔵、顧客のニーズに
合わせたブレンディング

エレベーション、ブレン
ディング、貯蔵マージン
の獲得

輸出ターミナル運営。当
社100％子会社のＣＧＩ
社、Gavilon社45％出
資のKalama Export 
Company
輸出ターミナルマージン
の獲得

増大する新興国での需
要家、日本の需要家等
への販売

販売マージンの獲得

集荷網を生かした調達に強みのある
Gavilon社

中国を初めとする世界の販売網に強みのある
丸紅



4. 肥料事業
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Gavilon社の肥料事業の強み

 全米最大規模の肥料ホールセールネットワーク

 世界の有力サプライヤー及び、1,800を超える顧客との継続的な取引関係

 穀物・肥料の両市場の情報を活用したマーケットインテリジェンス

Gavilon社肥料事業買収の意義

 Helenaを含めた肥料ビジネスのバリューチェーン

 トレードビジネスの拡大及び、肥料原料、肥料製造事業への参画促進



4. 肥料事業
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米Fertilizer市場

GAVILON（肥料事業） HELENA

肥料取扱量 米国4百万トン、海外2百万トン 米国2.8百万トン

2011年度売上 US$29億 US$37億

5%(2百万ﾄﾝ)

輸入ﾀｰﾐﾅﾙを
持つﾄﾚｰﾀﾞｰ

国内(北米)
30百万ﾄﾝ

輸入10百万ﾄﾝ

合計40百万ﾄﾝ

20%(8百万ﾄﾝ)

15%(6百万ﾄﾝ)

農
家
・
農
協

60%(24百万ﾄﾝ)

Supplier Wholesaler Retailer End User

輸入及び国内ﾘﾊﾞｰﾀｰﾐﾅ
ﾙを持つ大型ﾘﾃｰﾗｰ

輸入及び国内ﾘﾊﾞｰ
ﾀｰﾐﾅﾙを持つﾄﾚｰ
ﾀﾞｰ兼ﾎｰﾙｾﾗｰ

ﾀｰﾐﾅﾙを持たない
中・小地域ﾘﾃｰﾗｰ

Gavilon社の肥料事業の成長戦略

Helena社とのシナジー

全米有数の取扱規模

肥料販売の拡大

海外トレード/ 海外ディストリビューションビジネス/穀物と肥料のバーター取引
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Gavilon社のエネルギー事業の強み

 北米に約8百万バレルの原油在庫施設、約10BCFの天然ガス貯蔵施設、

約0.5百万バレルの石油製品在庫施設など豊富な物流ネットワークを保有

 堅固なガバナンス体制に基づくリスクマネジメント機能

Gavilon社エネルギー事業買収の意義・成長戦略

 北米における原油・石油製品・天然ガスのトレードビジネスの拡充

 在庫施設の拡大によるトレードビジネスの拡充と保有アセットからの

手数料収入等安定収益の増大


